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とで RE の発症を未然に防ぐことが可能となる。そこで我々は全国 9 施設の健康診断記録を用い







から集積した健診受診者のうち、記録上でいずれかのタイミングでの RE 罹患を認めた者を RE
受診者、記録上に全く RE 罹患の記録の無い者を非 RE 受診者とし、さらに RE 発症前 5 年間に
継続的な受診歴の無い受診者を除外した上で、年齢、性別、受診施設を調整因子として RE 受診

















参加施設の健康診断記録より 230,056 名の受診者データを得られ、男性では 1,558 名の症例群と

























施設の健康診断記録を用いて、将来の RE 発症の性別固有リスク因子を縦断的に検討した。 
【方法・結果】全国 9 施設の健康診断記録を用い、2009 年～2013 年に RE の新規発症を内視鏡的に診
断した受診者集団を症例群、各症例について性別、年齢、受診施設が一致した非 RE 集団を対照群と
した。症例群は発症以前 5 年間、対称群は対応する症例の RE 発症以前 5 年間の各臨床指標を集計
し、RE 発症と関連するベースライン特性の探索的解析を、多変量ロジスティック回帰分析を用い男
女別に行った。さらに RE 発症の有無と有意に関連していた被験者特性・リスク因子について、反復
測定混合効果モデルによる回帰分析にて群間で縦断的検討を行った。全国 9 施設より 230,056 例のデ
ータが集積され、その中で条件に合致した症例群 2,066 例（男性 1,558 例、女性 508 例）、対照群
4,132 例（男性 3,116 例、女性 1,016 例）を解析対象集団とした。解析の結果、食道裂孔ヘルニア、
酸逆流症状、萎縮性胃炎の非併存が男女共通の RE 発症リスク因子に、また男性では腹囲、現喫煙、
ALT 値、拡張期血圧が、女性では BMI がリスク因子として抽出された。 
【考察】男性では腹囲、ALT 値を反映した内臓脂肪型肥満・メタボリックシンドロームや脂肪肝が、
女性では高 BMI が将来の RE 発症のリスク因子であることが示され、この結果いずれの性別でも食生
活はじめ積極的な生活習慣への介入が RE の予防につながると考えられた。 
【結語】本研究では RE 発症前の被験者特性の経時的変化を継続的に対照群と比較した。このような
手法の研究は過去に無く、RE 発症までの自然歴を明らかにする上で重要な知見と考えられた。 
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